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思耳主主lこ参加しましよう!

6月25日(土)正午-4時半

小田公民館 JR尼崎駅東北すぐ電話(06-6495-3181) 

6年前の6月29、30日 クボタは79名に及ぶ自社・関連企業アスベスト被害の死亡労働者数

を明らかにし、また、30日には前回さん、土井さん(共に故人)、早川さんの3人が、周辺住民被

害者としてクボタから見舞金を受取ったととを、患者と家族の会や支援団体と共に明らかにしました。

(公害としてのアスベスト被害)

このクボタ・ショックによって、まさに隠されていたアスベスト被害の実態が一気に人々の自にさ

らされることになりました。

クボタ旧神崎工場周辺の石綿被害者は現在、私たちの確認しているだけですでに240人を超え、

そのうち、 3月末で212人にクボタが「救済金」を支払っています。また、クボタの工場内の被害者

も161人(社員)を数えています。何と、尼崎市の東部だけで400人ものアスベスト被害者が確認

されているのです。

2009年度までに中皮腫の死亡者は全国で約 16.000人となっていますが、とのうち労災保険や

石綿救済法の認定を受けている人は9.000人足らす。労災補償も救済法認定もされていない人が

まだ半分近くおられるのです。(石綿による肺がんはさらにひどい実態)

私たちはクボタ ・ショックを忘れることなく、あまりにも悲惨な結果をもた5しているアスベスト

被害の実態を広く世間の人々に知ってもらうため、今年もまた尼崎集会を計画しました。ぜひぜひた

くさんと参加下さい!

主催:申皮腫・アスベスト疾患患者と家族の会/同尼崎支部/尼崎労働者安全衛生センター
後 鑓:ひょうと労働安全衛生センター/関西労働者安全センター/石綿対策全国連絡会議/全国労働安全

衛生センター連絡会議/申皮腫・じん肺・アスベストセンター/ 尼崎市

。由連沼町号制事罰H琵琶自国睡蓮
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